
九段　理江
1990年、浦和（現さいたま）市生まれ。大学卒業後、
2014 年ごろに金沢市に移住。専門学校で小論文添
削の講師を務め、古書店オヨヨ書林新竪町店でア
ルバイトした。能美市でも暮らし、小説を書き始め
た。21年、「悪い音楽」で第 126回文学界新人賞を
受賞しデビュー。23年、『Schoolgirl』で第 73回芸術
選奨文部科学大臣新人賞、「しをかくうま」で第 45

回野間文芸新人賞、24年「東京都同情塔」で第 170

回芥川賞を受賞。著書に『Schoolgirl』『東京都同情
塔』『しをかくうま』がある。

芥川賞作家・九段理江さんトークイベント

「石川県とわたし」

2024年 4月 27日（土）14:00～ 15:30

石川県立図書館　だんだん広場
定員 140名（先着順　要申込）

申込みはこちら

トーク後の
サイン会

・サイン対象は作家の著作物にかぎります。
・必ず為書きをお入れするため、あらかじめ宛名をご用意してお並びください。
・「握手」および「作家との撮影」は不可とさせていただきます。
・当日は会場でも書籍の販売があります。

撮影 文藝春秋

くだん　　　 りえ

日時

場所

新芥川賞作家の九段理江さんは、石川県に深い
ゆかりと思い入れのある作家です。小説家デ
ビュー前の数年間を暮らし、初めて文学賞への
原稿応募を志した土地です。
今回、芥川賞受賞後初めて石川県を訪れ、土地
への想いを語ります。

【駐車場】400台／入庫後 30分無料、以降30分ごとに 100円。図書館利用者は入庫後 3時間無料。
　　　　※周辺道路は混雑が予想されます。来館の際は公共交通機関をご利用ください。

「崎浦・県立図書館口」
バス停

「石川県立図書館」
バス停
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